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2023 年度 ビル設備管理技能検定 

1 級 実技試験[ペーパーテスト]問題及び解答用紙 
 

１．試験時間   40 分 

２．問題数    4 題(設問数 8) 

３．注意事項 

 (1)携帯電話の使用は禁止します(電源は予め切り、バック等にしまって下さい)。 

 (2)机上に受検票及び筆記用具及び電子式卓上計算機以外のものを置いてはいけません。 

   (計算機能付き腕時計は禁止します) 

 (3)試験官の指示があるまで、この表紙はあけないで下さい。 

 (4)試験官の指示に従って、試験問題及び解答用紙を含めたページ数を確認して下さい。 

   もし、異常があったら黙って手を挙げて下さい。 

 (5)解答用紙は必ず鉛筆又はシャープペンシルを使用して下さい。 

 (6)解答用紙には、受検番号、氏名を必ず記入して下さい。 

 (7)試験開始の合図で始めて下さい。 

 (8)答案は、解答用紙の解答欄に記入して下さい。 

   なお、解答欄には、要求している解答以外は記入しないで下さい。 

 (9)計算等は、問題用紙の余白又は裏面を使用して下さい。 

   なお、電子式卓上計算機を使用しても構いません。 

 (10)試験中、質問があるときは、黙って手を挙げて下さい。 

   ただし、試験問題の内容、漢字の読み方等に関する質問にはお答えできません。 

 (11)試験終了時刻前に解答ができあがった場合は、黙って手を挙げて、試験官の指示に従って下さい。 

ただし、試験開始後、30 分は退室できません。また、退室後は試験が終了するまで再入室が 

できません。 

 (12)試験中にトイレに行きたいときは、黙って手を挙げて、試験官の指示に従って下さい。 

 (13)試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験官の指示に従って下さい。 

 (14)試験終了後、解答用紙と別紙「空気線図」は提出して下さい。問題用紙は持ち帰っても構いません。 

 (15)試験問題の解答に当たり適用すべき法令、規格等は、2023 年 4 月 1 日現在で施行されている

内容に基づくものです。  

禁転載複製 
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問題 1  下記の【条件】(1)及び(2)に従い、解答用紙に示す法令で定める維持管理業務の「維持管理

計画書」を作成しなさい。  

【条件】 

(1)「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」(以下「建築物衛生法」という。) が適用

されているビルについて、立案すること。 

(2) 解答は、解答用紙に記載してある「点検・検査項目」について、「維持管理項目名称」、「対象 

法令」、「資格者、管理責任者、検査機関等」及び「法定実施回数」を下記の語群からそれぞれ

当てはまるものを一つ選び、解答用紙の解答欄に番号および記号で答えなさい。 

ただし、同一番号を重複して使用してもよい。 

なお、「資格者、管理責任者、検査機関等」の解答は、複数解答も可とする。 

また、該当する項目がない場合は、解答用紙の例のように「 」を記入すること。 

 

【語 群】 

＜維持管理項目名称＞ 

1 建築設備定期検査 6 空気環境測定 

2 受変電設備自主検査 7 汚水・雑排水設備定期清掃 

3 消防設備等の定期点検 8 冷却塔・冷却水管・加湿装置定期清掃 

4 圧力容器定期自主検査 9 貯水槽定期清掃 

5 ボイラー定期自主検査 10 ねずみ等の点検・防除 

＜対象法令＞ 

a 建築物衛生法 f 電気事業法 

b 建築基準法 g 大気汚染防止法 

c ボイラー及び圧力容器安全規則 h 水質汚濁防止法 

d 消防法 i 高圧ガス保安法 

e 冷凍保安規則 j 浄化槽法 

＜資格者、管理責任者、検査機関等＞  

あ 建築物環境衛生管理技術者 か 建築設備検査員、1・2 級建築士 

い 空気環境測定実施者 き 昇降機等検査員、1・2 級建築士 

う 消防設備点検資格者(2 種) く ボイラー取扱作業主任者 

え 
指定又は登録を受けて検査を 

代行する機関 
け 一種圧力容器取扱作業主任者 

お 電気主任技術者 こ 消防設備士(甲 3・乙 3) 

＜法定実施回数＞ 

ア 1 回/週 カ 2 回/年(1 回/6 か月ごと) 

イ 1 回/月 キ 3 回/年 

ウ 1 回/2 か月 ク 
2 回/年(1 回/6 か月ごとの機能点検、  

1 回/年の総合点検) 

エ 1 回/3 か月 ケ 1 回/3 年 

オ 1 回/年 コ 2 回/年(1 回/6 か月ごとの機能点検) 
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問題 2 (電気) 下記の設問 1～設問 3に答えなさい。 

設問１．次の記述中の(①)～④)に当てはまる語句を下記の【語群】からそれぞれ一つ選び、解答用紙

の解答欄に記号で答えなさい。 

停電作業は作業計画に基づき( ① )に打ち合わせた手順で行い、( ② )作業は行わない。

万一、( ② )作業を行う場合は、( ③ )の許可を受け、作業工程、作業時間などの打合せ

を行う。責任者は変更内容を( ④ )に周知徹底させる。 

【語 群】 

 ア 作業前   イ 責任者(電気主任技術者) ウ 予定外  エ 予定  

 オ 作業中   カ 主な関係者  キ 責任者(保全請負者) ク 全員 

 

設問 2．次の計器用変成器に関する記述として、誤っているものを一つ選び、解答用紙の解答欄に 

記号で答えなさい。 

      ア 計器用変圧器は高電圧を低電圧に変換し、計器や保護継電器の入力に使われる 

      イ 計器用変圧器の二次側を短絡すると二次巻線に過大電流が流れ、二次巻線を破損する 

      ウ 計器用変流器は大電流を一定の比率で小さくし、計器や保護継電器の入力に使われる 

      エ 計器用変流器の二次側を開路しても問題はない 

 

設問 3 次の絶縁抵抗計に関する記述で、正しいものには「〇」、誤っているものには「×」印を、 

解答用紙の解答欄に記入しなさい。 

ア 測定後に電池電圧が正常かどうかチェックする 

イ 測定用プローブを短絡させ、スイッチを入れてゼロ点を示すことを確認する 

ウ 600V 未満の回路、機器は 500V、250V、または 100 V の絶縁測定電圧をかける 

エ 600V 以上の回路、機器は 10,000V 以上の絶縁測定電圧をかける 
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問題 3 (空調)下記の設問 1～設問 2 に答えなさい。 

設問 1 下図の空気調和機各部の空気の流れを測定した測定作業結果をもとに、別紙「湿り空気線図」

に作図し答えなさい。 

    

  測定作業結果 

外気① 還気② 吹き出し④ 

乾球温度

[℃] 

相対湿度

[%] 

乾球温度

[℃] 

湿球温度

[℃] 

乾球温度

[℃] 

相対湿度

[%] 

35 55 28 19 9 90 

    ※ 解答の過程として状態点①、②、③、④を空気線図上にプロットすること。 

      1) 測定作業結果と湿り空気線図への作図から混合空気➂の乾球温度[℃]と比エンタルピー

[kJ/kg(DA)]及び露点温度[℃]を湿り空気線図より求め解答用紙の解答欄に記入しなさい。 

         ただし、数値の読み取りは小数点第 1位までとする。 

   2) 測定作業結果から吹き出し口④の絶対湿度[kg/kg(DA)]を湿り空気線図より求め解答用紙の

解答欄に記入しなさい。ただし、数値の読み取りは小数点第 4 位までとする。 

    3) 湿り空気線図に関し、A～Fに当てはまる語句を下記の【語群】からそれぞれ一つ選び、

解答用紙の解答欄に記号で答えなさい。 

   ・ 絶対湿度は湿り空気の( A )の効果を計算する場合に用いる。 

・ 比エンタルピーは状態が変化した時にそれぞれの空気がもつ( B )の差を求める尺度である。 

・ 熱水分比は湿り空気の( C )による変化、傾向を求めるときに使用する。 

・ 顕熱比は室内の適正な吹出空気の状態を求める場合に使用され、電算機や OA 機器の使用が

増加するに伴い、顕熱比が( D )し、冬季の室内暖房負荷が( E )する傾向にある。 

・ 飽和水蒸気分圧は気温が上がると( F )なる。 

【語 群】 

ア 加湿 イ 減湿 ウ 加熱 エ 冷却 オ 加湿あるいは減湿 カ 加熱あるいは冷却 

キ 熱量  ク 増大 ケ 減少 コ 低下  サ 大きく シ 小さく 

  

空気調和機 

混合➂の混合比は

外気 3 : 還気 7 
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設問 2 冷却塔による主な故障と原因及び対策等について①～⑤に当てはまる語句を下記の【語群】

からそれぞれ一つ選び、解答用紙の解答欄に記号で答えなさい。 

 冷却水の温度上昇と冷却水の減少が発生すると( ① )圧力が( ② )して( ③ )開閉器が動作

し冷凍機を停止させる。また冷却水の蒸発や( ④ )障害により水量低下が発生する。 

これらの対策として( ④ )除去など定期的清掃、( ⑤ )を行うとともに補給水を加え水質の

維持を図る必要がある。 

【語 群】 

ア 凝縮    イ 蒸発器  ウ 上昇  エ 低下    オ 高圧  カ 低圧 

キ スケール  ク 腐食   ケ 薬剤   コ 濃度管理  サ ブロー 
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問題 4 (給排水) 下記の設問 1～設問 3に答えなさい。 

設問 1 次の給湯設備の安全装置に関する記述中の(①)～(⑤)に当てはまる語句を下記の【語群】の

中からそれぞれ一つ選び、解答用紙の解答欄に記号で答えなさい。 

 

貯湯槽や給湯ボイラーなどの安全装置で、加熱装置の給水方式が水道直結式の場合や( ① )

水槽方式の場合、減圧弁方式の場合、あるいは高置水槽などの水源より非常に遠い場合など

では、膨張管を設けるのが困難なので、( ② )の膨張水槽を設けて膨張量を吸収する方法を

とる。なお、この場合は加熱装置の本体および給水管の( ③ )より加熱装置側に、それぞれ

( ④ )を設ける。加熱装置の本体に取り付ける( ④ )の設定圧力は、給水管に設ける( ④ )

の設定圧力より約 6％程度( ⑤ )にする。 

【語 群】 

ア 開放型 イ ボール弁 ウ 張力 エ 逆止弁 オ 低め 

カ 高め キ 仕切弁 ク 圧力 ケ 逃がし弁 コ 密閉型 

設問 2 給排水設備のポンプの軸封に関する(1)～(4)の記述の正しいものには「○」印を、誤っている

ものには「×」印を、解答用紙の解答欄に記入しなさい。 

 

(1) グランドパッキン方式は、グランドパッキンをパッキン押さえで締め付けることによって

軸表面を押し付ける力が発生し、その接触圧力で内部の流体をシールしている。 

(2) グランドパッキン方式では、軸封部は、パッキンの摺動部の潤滑と冷却のために不連続滴下

程度の漏れが必要である。 

(3) メカニカルシール方式は、スプリングなどによって軸方向に動くことができる回転リングと、

パッキン箱に固定された固定シートリングから構成されている。 

(4) メカニカルシール方式では、両リングの軸に垂直な摺動面がお互いに間隔を空けて、相対的

に回転することによって、流体の漏れを最小限にする働きをしている。 

 

設問 3 中央給湯方式の配管方法と供給方法に関する(1)～(4)の記述のうち、誤っているものを一つ

選び、その番号を解答用紙の解答欄に記入しなさい。 

 

(1) 加熱装置と器具の配管距離が短い場合や長時間湯を連続使用する厨房や湯沸室などの系統は、

返湯管を設けない単管方式を用いることが多い。 

(2) 複管方式では、各給湯栓へは、往き管で供給され、給湯栓で使用されなかった湯は返り管に

よって貯湯槽へ戻され、再び適温に加熱されて給湯される。 

(3) 熱源が上部にある供給方式(上向き供給方式)では、給湯栓への流水方向と、配管内の空気が

抜ける方向とが逆なので、最上部の給湯栓から空気が抜けやすい。 

(4) 熱源が下にある供給方式(下向き供給方式)では、空気抜きを立て管の最上部から取り、 

横主管は空気だまりができない程度のこう配とし、また、各系統の流量が均一になるような

配管を行う必要がある。 
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2023 年度ビル設備管理技能検定 

1 級実技試験[ペーパーテスト]解答用紙(正解) 
 

受検番号  

氏名  

問題１．維持管理計画書の作成    

点検・検査項目 
維持管理 

項目名称 

対象

法令 

資格者、 

管理責任者、 

検査機関等 

法定実施回数 

A. 受変電設備 2 f お 
 

(保安規程による) 

B．加湿装置の清掃 8 a あ オ 

C. 不活性ガス消火設備 3 d こ ク 

D. 蒸気ボイラー 

(伝熱面積 1 ㎡、ゲージ圧力 0.2MPa) 
5 c く イ 

E. 給湯ストレージタンク 

(第一種圧力容器) 
4 c け イ 

F. 浮遊粉じんの量 6 a あ 又は い※ ウ 

G. 受水槽 9 a あ オ 

H. 汚水槽 7 a あ カ 

I. 排煙設備 1 b か オ 

J. ねずみ等の生息状況点検 10 a あ カ 

(注 1) ※の解答が 2 つ記載されている場合には、2つとも正しいときのみ正解とする。 

問題２．電気 

設問１ 設問 2 設問３ 

① ② ③ ④ ア イ ウ エ 

ア ウ イ ク エ × 〇 〇 × 

問題３．空調 

設問 1 

1) 2) 3) 

乾球温度 比エンタルピー 露点温度 絶対湿度 A B C D E F 

30.1(注 2) 63.2(注 3) 18.0(注 4) 0.0065(注 5) オ キ ア ク コ サ 

設問 2 

① ② ③ ④ ⑤ 

ア ウ オ キ サ 

(注 2) 29.9～30.4 の範囲内であれば正解とする。 

(注 3) 62.5～64.0 の範囲内であれば正解とする。 

(注 4) 17.8～18.2 の範囲内であれば正解とする。 

(注 5) 0.0063～0.0067 の範囲内であれば正解とする。 

禁転載複製 
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問題４．給排水 

設問１ 設問２ 
設問３ 

① ② ③ ④ ⑤ (1) (2) (3) (4) 

ク コ エ ケ カ 〇 × 〇 × (3) 

下欄には記入しないで下さい。 

得 点  

確 認  

 


